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第6回日仏建築・住宅会議

火災安全技術に関するフランスの
研究プログラム
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プレゼンテーションの概要プレゼンテーションの概要

•• フランスのビル火災における最近の傾向フランスのビル火災における最近の傾向

•• 研究プログラム≪火災安全技術≫の全般的目標研究プログラム≪火災安全技術≫の全般的目標

•• 科学的および技術的問題科学的および技術的問題

•• プログラムの構成プログラムの構成

•• プログラムの経済的な副産物プログラムの経済的な副産物
長所と短所長所と短所

•• まとめまとめ
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フランスのビル火災における最近フランスのビル火災における最近
の傾向の傾向

•• 年間火災発生件数　年間火災発生件数　
1010年前の年前の100,000100,000件から増加して現在件から増加して現在250,000250,000
件件!!

•• 幸いにも、年間死亡者数の大幅な増加はみられ幸いにも、年間死亡者数の大幅な増加はみられ
ない。ない。

•• この傾向の主な理由としては、電子装置および組この傾向の主な理由としては、電子装置および組
込式小型電子部品を含む電気器具の増加が挙込式小型電子部品を含む電気器具の増加が挙
げられよう。げられよう。
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火災安全技術研究プログラムの火災安全技術研究プログラムの
目標目標

•• 新しい複合施設にとって、火災安全技術ツールは、新しい複合施設にとって、火災安全技術ツールは、
性能主体のアプローチにおいて、より良い柔軟性性能主体のアプローチにおいて、より良い柔軟性
および効率性をもたらしうる。その結果、防火規制および効率性をもたらしうる。その結果、防火規制
が変わる可能性がある。が変わる可能性がある。

•• 住宅等の既存の建物状況住宅等の既存の建物状況にに関する防火対策の関する防火対策の
難しさは、火災安全技術アプローチおよびツール難しさは、火災安全技術アプローチおよびツール
によって克服できる可能性があり、より明確な規によって克服できる可能性があり、より明確な規
制枠が必要になるかもしれない。制枠が必要になるかもしれない。
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FSEFSEプログラムプログラムの構成および期間の構成および期間

•• プログラムはプログラムは33つの主要アクションからなるつの主要アクションからなる

・・ 火災シナリオ分析に基づいた新しい方法論的アプローチ火災シナリオ分析に基づいた新しい方法論的アプローチ

の策定および検証の策定および検証

・・ コンピュータを利用したツールを含むツールと方法の評コンピュータを利用したツールを含むツールと方法の評

価および改善価および改善

・・ 知識の普及、具体的な火災安全技術ノウハウの開発知識の普及、具体的な火災安全技術ノウハウの開発

•• プログラムはプログラムは20052005年に開始され、年に開始され、44年間続く予定年間続く予定

•• CSTBCSTBのバロシュ氏がプログラムの責任者であるのバロシュ氏がプログラムの責任者である
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科学的および技術的問題科学的および技術的問題

•• 火災シナリオは、発生の可能性の評価と関連して、中核火災シナリオは、発生の可能性の評価と関連して、中核
概念である概念である

•• シナリオを確認しシナリオを確認し(Si)(Si)、個々のシナリオの可能性、個々のシナリオの可能性 (Pi)(Pi)と結と結
果の重大性果の重大性(Gi)(Gi)を評価した後、リスクを次のように計算を評価した後、リスクを次のように計算

する。する。

リスクリスク = = 総計総計(Pi x Gi)(Pi x Gi)
•• この方法は火災安全分析においては新しいが、原子力この方法は火災安全分析においては新しいが、原子力
発電所の安全評価でここしばらく使用されている発電所の安全評価でここしばらく使用されている
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科学的および技術的問題科学的および技術的問題

方法は次のとおり機能する方法は次のとおり機能する
A A 以下の起こりうるシナリオの確認以下の起こりうるシナリオの確認

・火災の発生と関連する状況・火災の発生と関連する状況
・火災の進行・火災の進行
・検知と警報・検知と警報
・人の避難および避難・人の避難および避難率率
・建物の構成物とシステムの反応・建物の構成物とシステムの反応
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科学的および技術的問題科学的および技術的問題

B B 最重要シナリオの選択最重要シナリオの選択

・人命の損失または損害、財産の損失または環境関連の・人命の損失または損害、財産の損失または環境関連の
損害につながらないシナリオを排除する損害につながらないシナリオを排除する

・組み合わされた場合の確率が・組み合わされた場合の確率が低い低いシナリオを排除するシナリオを排除する

・選択後に残ったシナリオの確率をできるだけ正確に評価・選択後に残ったシナリオの確率をできるだけ正確に評価
するする

可能性の評価は、利用可能な場合は統計、および（または）可能性の評価は、利用可能な場合は統計、および（または）
専門家の判断に基づく専門家の判断に基づく
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科学的および技術的問題科学的および技術的問題

C C リスク評価リスク評価

・選択されたシナリオに関連するリスクを総計する・選択されたシナリオに関連するリスクを総計する

総計総計(Pi x Gi)(Pi x Gi)
・・ これらの結果を、実際の受入可能なレベルのリスこれらの結果を、実際の受入可能なレベルのリス

クである、いわゆる「基準リスク」と比較するクである、いわゆる「基準リスク」と比較する

・建物全体および利用しているシステムの危険度に・建物全体および利用しているシステムの危険度に
ついて結論を下すついて結論を下す
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科学的および技術的問題科学的および技術的問題

D D リスク緩和対策の検討リスク緩和対策の検討

・最終的なリスクに対してもっとも貢献度の大きいシ・最終的なリスクに対してもっとも貢献度の大きいシ
ナリオの確認および緩和対策の導入ナリオの確認および緩和対策の導入

・可能性のある緩和対策の費用・可能性のある緩和対策の費用//効率比の比較効率比の比較

・基準リスクレベルによく合う対策の最終選択の調・基準リスクレベルによく合う対策の最終選択の調
整整

そして最後に、採用された対策のリストについて結そして最後に、採用された対策のリストについて結
論を下す論を下す
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プログラムの構成プログラムの構成

プログラムには、研究者のセンター、大学、専門家、建設プログラムには、研究者のセンター、大学、専門家、建設
会社および政府担当官を含む会社および政府担当官を含む4040人近くが関係している。人近くが関係している。

このことは、方法に関する一定の合意の形成だけでなく、ノこのことは、方法に関する一定の合意の形成だけでなく、ノ
ウハウの構築と共有を促すウハウの構築と共有を促す
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プログラムの構成プログラムの構成

ツールの技術的な分析および詳細はツールの技術的な分析および詳細はISOISOに提案さに提案さ

れた区分に基づくれた区分に基づく

・・ 火災の発生と進行火災の発生と進行

・・ 流出物、煙、ガスの伝播流出物、煙、ガスの伝播

・・ 構造上の安定性とコンパートメント構造上の安定性とコンパートメントの抵抗性の抵抗性

・・ 火災に直面した人々の行動および避難能力火災に直面した人々の行動および避難能力

・・ 環境の保護環境の保護
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プログラムの構成プログラムの構成

33つの関わり合うサブプログラムつの関わり合うサブプログラム

第第11部部
安全性の目的や基準を含む安全性の目的や基準を含む方法論方法論、安全性評価、安全性評価
および意思決定へのアプローチ、火災シナリオのおよび意思決定へのアプローチ、火災シナリオの
選択、実際の火災報告書の分析、新築あるいは選択、実際の火災報告書の分析、新築あるいは
既存の建物の事例研究方法の実験既存の建物の事例研究方法の実験
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プログラムの構成プログラムの構成

第第22部部
火災の負荷に関する統計的検証、着火特性のデ火災の負荷に関する統計的検証、着火特性のデ
ータベースの作成、および防火区画、グレイジンータベースの作成、および防火区画、グレイジン
グ、設備備品、構造物および（または）設備（煙排グ、設備備品、構造物および（または）設備（煙排
管等）の耐熱保護の燃焼挙動、および個人の安管等）の耐熱保護の燃焼挙動、および個人の安
全評価を含む、全評価を含む、既存のツールの分析および（また既存のツールの分析および（また
は）新しいツールの開発は）新しいツールの開発
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プログラムの構成プログラムの構成

第第33部部
将来の実施に関係する当事者への情報提供、訓将来の実施に関係する当事者への情報提供、訓
練プログラムの作成、規制上のオプションを含む、練プログラムの作成、規制上のオプションを含む、
情報、促進、および訓練情報、促進、および訓練
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プログラムの経済的な副産物プログラムの経済的な副産物

・・ 施主は新築建物の防火を数量化し、適応させる手段を得る。施主は新築建物の防火を数量化し、適応させる手段を得る。

・既存建物の所有者は、病院、学校、およびその他の公共施設・既存建物の所有者は、病院、学校、およびその他の公共施設
を含み、そして主にこれらについてのを含み、そして主にこれらについてのリスクリスクアセスメントのためアセスメントのため
の客観的な方法論を得る。の客観的な方法論を得る。

・・ 古い建物を改良するためのリスク分析と防火対策は比較的簡古い建物を改良するためのリスク分析と防火対策は比較的簡

単に実行できる。単に実行できる。

・・ エンジニアリング会社は、非常に複雑で新しい建築物の取扱エンジニアリング会社は、非常に複雑で新しい建築物の取扱

および（または）改築の設計がやりやすくなる。および（または）改築の設計がやりやすくなる。
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強みと弱み強みと弱み

強み強みの一つとして、研究者、エンジニアリング会社、の一つとして、研究者、エンジニアリング会社、
および建設会社間で共有する広い観点があり、こおよび建設会社間で共有する広い観点があり、こ
れはおそらく性能本位の設計、およびより柔軟な性れはおそらく性能本位の設計、およびより柔軟な性
能主体の規制に結びつく。プログラムに実際に含能主体の規制に結びつく。プログラムに実際に含
まれる、効果的な能力育成も重要な強みである。まれる、効果的な能力育成も重要な強みである。
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強みと弱み強みと弱み

弱み弱みに関して重要な問題は、現時点では必要な確率に関に関して重要な問題は、現時点では必要な確率に関
する広範で信頼性の高いデータがないことであり、これはする広範で信頼性の高いデータがないことであり、これは
消防隊への通報の方法を改善することが必要かもしれな消防隊への通報の方法を改善することが必要かもしれな
い。い。

負傷、特に中毒症例に関する、病院および医師からのもっ負傷、特に中毒症例に関する、病院および医師からのもっ
と体系的な情報が必要と思われる。と体系的な情報が必要と思われる。

この問題は（まだ？）プログラムに含まれていない。この問題は（まだ？）プログラムに含まれていない。
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まとめまとめ

火災安全に関する従来の問題に対する新しいアプローチは、火災安全に関する従来の問題に対する新しいアプローチは、
開発中だが期待できるものである。開発中だが期待できるものである。

第第77回欧州調査フレームワーク・プログラムは、協力を拡大回欧州調査フレームワーク・プログラムは、協力を拡大

し、実際の火災に関する情報収集の方法を練る良い機会とし、実際の火災に関する情報収集の方法を練る良い機会と
なるかもしれず、確率に関する共通のデータベース構築のなるかもしれず、確率に関する共通のデータベース構築の
可能性を提供する。可能性を提供する。
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まとめまとめ

20082008年の次の日仏会議では、フランス側の火災安全年の次の日仏会議では、フランス側の火災安全
技術研究プログラムについての最初の技術研究プログラムについての最初の33年間の研究年間の研究
成果を発表できる予定である。成果を発表できる予定である。
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


